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消費者交流イベントにおける子牛との接触が原因と思われる 

O１５７感染患者の発生経緯・経過及び今後の対応について（検討メモ） 

 

 

平成２１年１０月２６日 

社 団 法 人  中 央 酪 農 会 議 

酪農教育ファーム推進委員会 

 

１． 発生概要について 

 平成２１年９月８日（火）に札幌市保健所より、５名の腸管出血性大腸菌 O１５７感染

患者（いずれも１０歳以下の子ども）について、ホクレン主催の消費者交流イベント「ミ

ルクランド北海道 牧場へ行こう２００９」（８月２２～２３日、札幌市大通公園）の会場

内の子牛に触れ、その手を介して経口感染したものと推定されるとの発表がなされた。 

 

２． ホクレン・中央酪農会議の対応について 

（１）ホクレンの対応については、別紙参照。 

（２）中央酪農会議の対応について 

① ９月８日の発表を受けて、指定団体、酪農教育ファーム認証牧場及び地域交流牧

場全国連絡会会員牧場へ FAX で緊急連絡をおこない、酪農体験をはじめとした消

費者交流における手洗いの徹底などの安全衛生対策の徹底実施を要請。 

② ９月８日付け２１生畜第１１０２号の農林水産省からの指導依頼文書に基づき、

９月１０日付け中酪（酪理）発第２６８号をもって、指定団体へ改めて酪農体験

イベントでの安全衛生対策の徹底指導を要請。 

 

３． これまでの安全衛生対策 

 （１）「酪農体験学習ハンドブック」等による酪農体験における牧場等での安全衛生対策・

衛生管理の注意喚起。 

（２）認証研修会では、牧場等での安全衛生対策・衛生管理の講義を実施。 

（３）「酪農教育ファーム活動における O１５７感染予防マニュアル」の策定（平成１８

年１１月）。 
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（４）「動物展示施設における人と動物の共通感染症対策ガイドライン２００３ 追補版 

ふれあい動物施設等における衛生管理に関するガイドライン」（平成１８年度厚生

労働科学研究特別研究事業）の周知。 

（５）補助事業を活用した、O１５７保菌検査の実施。及び実施に向けての指導。 

（６）酪農教育ファーム認証牧場に対して、安全衛生対策消耗品（殺菌作用あり手洗い

石鹸、手・指用消毒液、ペーパータオル、ブーツカバー）の配付と併せた安全衛

生対策の周知徹底指導（平成２１年７月）。 

（７）地域単位での安全衛生対策・衛生管理に関する担当者・酪農家向け研修会の実施。 

 

４． 今後の対応 

 これまでも指定団体担当者会議等で、より効果的な安全衛生対策・衛生管理方法につい

て協議をおこない、関係者や酪農家に対して指導を実施しているが、今回の感染事故を受

け、より一層の安全衛生管理対策の強化・徹底が求められている。 

 酪農教育ファーム活動を推進するにあたり、安全衛生管理は前提条件になることを踏ま

え、より一層の安全衛生管理対策の強化・徹底について、専門家も交えて関係者で検討し、

消費者交流活動を実践しているファシリテーター・酪農家自らの意識向上と併せて、活動

を積極的に推進することをサポートできるような支援体制の構築が必要である。 

  

 

以 上 



 

1 
 

平成21年10月20日 

 

酪農PRイベントでの子牛との接触が原因と思われる 

Ｏ－157感染患者の発生経緯・経過及び今後の対応について 

 

ホクレン農業協同組合連合会 

生乳共販課 

 

1. 発生概要について 

平成 21年 9月 8日（火）に札幌市保健所より、5名のＯ－157 感染患者について、ホク

レン主催の酪農ＰＲイベント「ミルクランド北海道 牧場へ行こう 2009」（8 月 22～23

日、札幌市大通公園）の会場内の子牛に触れ、その手を介して経口感染したものと推定さ

れるとの発表がなされた。 

 

2. ホクレン主催酪農ＰＲイベントの概要について 

（１）開催期間：平成21年8月22日（土）～23日（日） 10時～17時 

（２）開催場所：札幌市 大通公園2丁目 

（３）主  催：ホクレン（牛乳乳製品需要拡大事業） 

（４）目的および内容 

酪農体験牧場の組織である地域交流牧場全国連絡会北海道ブロックの協力のもと、都

市部の子供たちに牛との触れあいや、酪農家との交流を通じて、酪農や牛乳乳製品の素

晴らしさの理解を深めてもらうことを目的に、搾乳体験、哺育体験などを実施した。な

お、酪農家から親牛１頭、子牛２頭を借りて、実施した。 

（５）来場者数：約1万人（2日間） 

 

3. 発生からの経過について（9月3日（木）～8日（火）） 

(1) 9月 3日（木） 

子供4人がO157に感染し入院。保健所の調査で患者全員の行動共通項として上記イ

ベントへの来場履歴があったことから本会に連絡が入る。当日聞き取った内容は、4 人
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ともソフトクリームを食べていたこと。3 人がバター作りをしたことのみ。患者の入院

時期・容態は不明。 

なお、イベント終了から本会への連絡まで 11 日が経過しているが、厚生省によると

発症までの潜伏期間がおよそ 3～8 日程度とされていること、病院で検査→発症発覚→

保健所へ連絡→感染患者の行動履歴の調査といった手順を踏むため時間がかかった。 

 

(2) 9月 4日（金） 

5人目の感染患者が出たとこと、患者の家族についても検査を行ったとの報告。また、

患者全員が子牛に触れていたことが判明。当初、保健所は食中毒の線で調査をしていた

が、イベント時にソフトクリームは約 2,000 個売れているが他の感染者がいないこと、

販売スタッフの検便検査が陰性であったことから「食中毒の線はない」と判断し（食中

毒の）調査終了。それに伴い、保健所の食品サイドからから感染総合対策課に本件にか

かる所管が移行。また、原因については子牛が濃厚と伝えられる。 

本会の対応として本件について、会長・副会長・専務に報告（以降随時報告）。また、

実質的な危機管理対策本部を設けた中で都度対応策の協議を行うとともに、イベント時

における衛生関係の体制を詳細に確認。また、当日も患者の容態は依然聞き取りできな

かった。 

 

(3) 9月 5日（土） 

保健所を訪問するが休日のため不在。また、牛を提供していただいた牧場を訪問し牛・

スタッフの健康状態を聞き取りし、問題ないことを確認。 

 

(4) 9月 6日（日） ～新たな情報なし～ 

 

(5) 9月 7日（月） 

感染患者の家族について全員陰性結果。午前中保健所訪問した際、改めて今回の感染

原因は子牛との接触が濃厚であると伝えられ、来年度以降の開催について、手洗いの周
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知徹底、手洗い設備の充実、子牛接触の制限、保菌検査の実施等の感染防止対策を徹底

することを指導された。また同日午後、感染総合対策課訪問し重篤患者はいないことを

伝えられる。 

 

(6) 9月 8日（火） 

入院中の 1 名を除き面会の了承を得て、当日 3 名の患者宅を訪問し謝罪。15 時頃保

健所よりプレス発表。16時30分、本会記者会見。その模様について夕方のニュースで

報道。また、翌日の新聞各紙（読売、毎日、朝日、道新、日経、農業新聞など）で報道。 

同日厚労省からの衛生管理徹底の通知文書。本会からは全会員農協へ周知案内文書を

発送。また酪農教育ファーム、地域交流牧場全国連絡会の北海道会員についても同文書

の発送。また、中酪からは各指定団体・全会員に対して緊急連絡・お願い文書を発送。 

 

4. 本件の発生原因について 

哺育体験、搾乳体験においては参加者の手洗いをスタッフ監視のもと確実に実施して

いたが、通常の来場者が子牛に触れた場合は、牧柵に「手洗い励行」のプレートを掲げ、

スタッフが手洗い励行を呼びかけていたものの、手洗い実施の有無の確認を行っておら

ず、手洗い未実施者等が感染した可能性がある。また、手洗いを実施していたとしても、

手洗い前に汚染された手で経口感染（おしゃぶり等）した可能性もある。 

 

5. 9月 8日以降の対応について 

(1) 感染患者（5名）に対し、治療費等を含めた補償について誠意ある対応の取り進め。 

 

(2) 上記以外のイベント来場者への対応 

9月9日（火）～18日（金）までの期間、相談窓口（フリーダイヤルによる専用回線）

を設け、本会が相談対応し、来場者の不安解消に努めることとした。設置前の8日（火）

に報道をみたと思われる方から問い合わせが1件、本会生乳共販課へ直接入る。イベン

ト来場し子供の体調が悪く心配といった内容であった。 
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期間中の問い合わせは2件。内1件が、イベント来場し子供が体調悪く心配といった

内容。8日に連絡された方とあわせ、数日後再度こちらから連絡し状況を確認するが「大

丈夫だと思うがもう少し様子をみたい。何かあれば連絡する」との話をし、その後現在

まで連絡はない。 

なお、もう1件については、ふれあい体験を実施するので衛生対策の注意点を聞きた

いといった内容で本イベントには直接関係ないものであった。 

 

(3) 次年度以降の本イベントの対応 

継続の可否も含めて検討するとともに、実施する場合においては、牛の保菌検査、手

洗い励行の徹底、手洗いの実施有無の確認体制の整備、子牛接触の制限等、衛生対策を

改善し、万全を期して取り進める。特に管理が届かないところでの接触が問題であり不

特定多数の来場者に対する対応を考えねばならない。また、飲食をしながらの接触につ

いては厳重に管理する必要がある。 

保健所からは衛生対策、特に手洗いに係る部分については念を押されたが、こういっ

たふれあい体験イベント自体を否定されたわけではない。 

 

(4) ＪＡおよび道内各地の酪農体験農場への対応 

各ＪＡに対し、本件の状況説明と「ふれあい体験」等を実施する場合の衛生対策の徹

底を文書にて依頼。 

酪農体験農場（酪農教育ファーム、地域交流牧場）に対しても同様の対応を行うとと

もに、別途、衛生対策に係る研修会を開催することとした。 

また、指定団体情報誌9月号（10月6日発行）においても同様の内容記事掲載。 
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6. 感染患者の容態・対応について 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 二次感染者の発生はなく、患者の容態も重篤には至らず、5日間程度の入院で済んだ。 

(2) 患者はいずれも、10歳以下の子供であった。 

(3) 9 月 8日（火）4名の患者の家族に面会・謝罪、9月9日（水）1名の患者の家族に面

会・謝罪。現在、補償について具体的な話をするため、患者家族と協議中。 

 

7. 酪農教育ファーム認証牧場・地域交流牧場全国連絡会北海道ブロックにおける今後の取り

進めについて 

 

(1) 衛生対策の研修会実施について 

10 月 8 日に酪農教育ファームに推進委員会・地域交流牧場全国連絡会北海道ブロッ

ク理事・部会長合同会議を緊急的に本会が参集し開催。今回の経緯・経過を説明すると

ともに、札幌市動物管理センターから講師を招き衛生対策にかかる研修会を実施した。 

また、今後の取り進めについても協議し、酪農教育ファーム認証牧場・地域交流牧場

全国連絡会北海道ブロック会員に対し衛生対策の注意喚起と徹底を図るため、同内容の

研修会を開催することとした。 

10月15日に開催された地域交流牧場全国連絡会北海道ブロック・製品製造流通部会

研修会に併催する形で衛生対策研修会を実施した。本研修会に参加されなかった会員に

ついては、今後、各エリアで実施されるエリア別研修会にて同内容の研修会併催を検討

する。全会員を対象として取り進めるが、参加できなかった会員に対しては、研修会の

資料を後日配布する。 

 

発症日 届出日 性別 年齢 主な症状 

8月25日 8月31日 男児 8歳 腹痛、血便、嘔吐 

8月26日 9月4日 女児 4歳 腹痛、血便 

8月27日 9月3日 男児 2歳 腹痛、血便 

8月29日 9月2日 女児 3歳 腹痛、下痢、血便、嘔吐、発熱 

8月29日 9月3日 女児 8歳 腹痛、血便 
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(2) 手洗いについて 

衛生対策について、保健所からは手洗いの正しい手順での実施を指導された。手洗い

→乾燥→消毒の流れでの実施。石鹸をよく泡立て洗い、特に指のまたや爪の間を意識し

将来的にはてこすり、流水で行う。キッチンぺーパーなど、使い捨てのタオルで手をよ

く拭いた後、アルコール消毒液で消毒を行い（酪農教育ファーム活動におけるO157 感

染予防マニュアルP5記載）、最後に手洗い実施の確認をすることが重要となる。 

 

(3) 保険について 

認証規定第3条（5）において、施設賠償責任保険、生産物賠償責任保険に加入する

ことが定められており、O-157 が発生した場合の補償も対象となっているが、どこま

でカバーされているのかを改めて示し、保険内容について検討していくこととした。 

 

以 上 


